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各 位 
 

「ＳＤＧｓ宣言」策定を支援しました！ 
～ＳＤＧｓの達成に向けて取り組んでいるお客さまをサポート～ 

 

株式会社伊予銀行（頭取  三好 賢治）は、ＳＤＧｓの達成に取り組んでいるお客さまを支援するため、

「いよぎんＳＤＧｓ診断サービス」をご提供しております。今般、5 社のお客さまに本サービスをご利

用いただき、『ＳＤＧｓ宣言』の策定を支援しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

近年、社会的にＳＤＧｓへの取組みに対する関心が高まっており、企業イメージの向上や新たな事業

機会の創出に繋がることから、多くの企業がＳＤＧｓへの取組みを推進しています。 

このサービスは、チェックシートに回答することで、企業のＳＤＧｓへの取組み状況を客観的に診断

し、当行がお客さま独自の『ＳＤＧｓ宣言』の策定をサポートする法人さま向けのサービスです。 

当行は、地域金融機関として、潤いと活力ある地域社会の実現に貢献するため、お客さまのＳＤＧｓ

への取組みを支援してまいります。 
 

記 

 
○「ＳＤＧｓ宣言」策定企業 

※ＳＤＧｓ宣言については、別紙をご参照ください。 
 

以 上 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

策 定 日 企 業 名 所 在 地 業 種 

2022年8月8日 成龍酒造株式会社 愛媛県西条市 酒類製造業 

2022年8月8日 有限会社ト－ヨ－カッタ－ 愛媛県西条市 溶接・切断工事業 

2022年8月8日 株式会社日野相互製材所 愛媛県伊予市 製材業 

2022年8月8日 株式会社マリー 広島県呉市 ペットショップ経営 

2022年8月8日 株式会社山田屋 愛媛県松山市 和菓子製造販売業 

【本件に関するお問い合わせ】 伊予銀行法人コンサルティング部（担当：前田） TEL（089）907-1062 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 



成龍酒造株式会社
SDGs宣言

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

2022年8月8日
成龍酒造株式会社

代表取締役 首藤 洋

SDGsの達成に向けた取組み

酒造りのこころ
昔も今もこれからも、「酒は夢と心で造るもの」と
いう変わらない理念のもと、魅力ある酒造りを通して、
地域からより愛される蔵を目指してまいります。

地域社会への貢献
地域のみなさまに育てていただいた酒蔵だからこそ、
地域との関わりを大切にすることで、持続可能な
地域社会の実現に貢献してまいります。

和を大切にする職場
伝統ある酒造りに受け継がれる「和醸良酒」の精神を
大切に、造り手が和の精神を持って一丸となり、
笑顔で働ける職場づくりに努めてまいります。

環境への配慮
良い酒造りに欠かせない“石鎚山系の伏流水”を
生み出す水の都西条の豊かな自然環境を守るために、
環境に配慮した事業活動に努めてまいります。

SDGsとは

SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発
目標）の略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの
国際目標。「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、
持続可能な社会の実現を目指しており、経済・社会・環境など
の分野で17の目標と169のターゲットで構成されています。

【具体的な取組み】
・地元原料米の積極的な仕入れ（松山三井・しずく媛）
・水の都西条の石鎚山系の伏流水の活用
・手づくりにこだわった「蔵の味」
・オンラインストアの開設 ・酒蔵ショップの開設
・「故郷」をテーマにした地域凝縮ブランド『成龍然』
・酒蔵おかみの手作りシリーズ

【具体的な取組み】
・地元学生の職場見学受入れ
・地元高校生とのコラボ企画
・地元での講演活動
・地域イベントへの参加
・地元農家との有機米の契約栽培

【具体的な取組み】
・健康診断の受診徹底
・酒造りに関する技術や知識の伝承
・ハラスメント禁止の明文化
・毎朝のラジオ体操と神棚参拝の恒例化
・週一度の全体ミーティング

【具体的な取組み】
・ＬＥＤ照明の導入
・節電の徹底
・太陽光パネルの設置
・酒粕を再利用した新商品の開発
・梅酒の梅を再利用した新商品の開発



有限会社トーヨーカッター
SDGs宣言

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

2022年8月8日
有限会社トーヨーカッター

取締役 岡田 良隆

SDGsの達成に向けた取組み

SDGsとは

SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発
目標）の略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの
国際目標。「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、
持続可能な社会の実現を目指しており、経済・社会・環境など
の分野で17の目標と169のターゲットで構成されています。

高品質な溶接工事・切断工事

【具体的な取組み】
・コンプライアンスの徹底 ・社外派遣等による溶接技術の習得支援
・質の高い溶接工事・道路等の切断工事による地域インフラの整備
・品質管理の徹底 ・労働安全講習会開催による労災防止の徹底

働きがいのある職場づくり
多様な人材が活躍できる環境を整えるとともに、積極的な人材育成により、
働きがいのある職場づくりに努めてまいります。

【具体的な取組み】
・年齢や性別を問わない公平な採用 ・社員の健康に配慮した取組み
・労働時間短縮に向けた取組み ・会社負担による資格取得支援
・ハラスメント禁止を就業規則に明記

環境対策
社員が環境を意識した活動を推進できるよう、環境に関する社内教育
などを充実させることで、環境負荷の軽減に努めてまいります。

【具体的な取組み】
・廃棄物の分別徹底とリサイクル推進 ・省エネルギーに向けた取組み
・エコカーの積極導入 ・環境配慮型の製品やサービス提供
・環境に関する社内教育の実施

地域貢献
地元での多様な人材の採用や地域イベントなどへの積極的な参加を通じて、
持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。

【具体的な取組み】
・地元人材の積極採用 ・高齢者の延長雇用制度を整備
・地元原材料や事業所の優先利用 ・地域ボランティアやイベントへの参加

コンプライアンスを徹底するとともに、安全で高品質な溶接工事・
道路等の切断工事を通して、地域インフラの充実に貢献してまいります。



株式会社日野相互製材所
SDGs宣言

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

2022年8月8日
株式会社日野相互製材所
代表取締役 日野 猛仁

SDGsの達成に向けた取組み

安心で高品質な木材の提供
「どこまでも安心そして高品質」をモットーに、
最新の製材設備を積極的に導入することで、
安心で高品質な木材の提供に努めてまいります。

働きやすい職場づくり
作業現場の効率化を推進するとともに、社員一人
ひとりの健康にも配慮した体制を整備することで、
働きやすい職場づくりに努めてまいります。

【具体的な取組み】
・超高速製材システムの導入
・木材乾燥機の導入
・原木から製材、乾燥、商品管理に至るまでの一貫体制
・労働安全講習会開催による労災防止の徹底

【具体的な取組み】
・生産設備の更新による省力化
・労働時間短縮に向けた取組み
・健康診断の受診徹底
・年齢や性別を問わない公平な採用

脱炭素社会の実現
国際森林認証制度に適合した適正な木材を
使用することで、自然豊かな伊予市の環境保全や
脱炭素社会の実現に貢献してまいります。

地域への貢献
木材を取り扱う企業として、愛媛県産材の利用の
推進や地域活性化に向けた取組みに参画することで、
持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。

【具体的な取組み】
・国際森林認証制度「SGEC/CoC」認証取得
・廃棄物の分別徹底とリサイクル推進
・エコカーの積極導入
・省エネルギーに向けた取組み

【具体的な取組み】
・地元人材の積極採用
・愛媛県産材の積極利用
・地域活性化や産業振興に関する事業への参画
・地域ボランティアや地域イベントへの参加

SDGsとは

SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発
目標）の略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの
国際目標。「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、
持続可能な社会の実現を目指しており、経済・社会・環境など
の分野で17の目標と169のターゲットで構成されています。



株式会社マリー
SDGs宣言

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

2022年8月8日
株式会社マリー

代表取締役 谷本 マリ子

SDGsの達成に向けた取組み

SDGsとは

SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発
目標）の略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの
国際目標。「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、
持続可能な社会の実現を目指しており、経済・社会・環境など
の分野で17の目標と169のターゲットで構成されています。

ペットの輪をつくる

ペットの輪をつくる犬猫の専門店として、ペットに対する愛情と健康管理を
怠らず、お客様には常に新しい情報とサービスの提供に努めてまいります。

【具体的な取組み】
・ＳＮＳを活用した情報発信 ・ＤＸへの取組み（最新デジタル技術の活用）
・高齢者や障害者に配慮した商品陳列や店舗づくり
・ドックラン・ドックカフェ、ねこカフェの併設店舗

安全で働きやすい職場環境

女性の活躍を積極的にサポートするとともに、社員一人ひとりの健康にも
配慮することで、安全で働きやすい職場環境づくりに努めてまいります。

【具体的な取組み】
・性別や学歴等を問わない公平な人事評価制度 ・女性社員の積極雇用
・女性管理職の登用 ・育休、産休の取得推奨と復職支援の充実
・ハラスメント禁止を就業規則に記載 ・全社員の健康診断の受診徹底
・生体認証システムでの一括管理による長時間労働防止
・充実した人材育成制度 ・資格取得の推進

環境対策

ペット用のフードロス削減などの省資源化や環境に配慮した事業活動を
推進することで、地球温暖化防止や環境負荷の軽減に努めてまいります。

【具体的な取組み】
・ＬＥＤ照明設備の設置 ・エコカーの積極導入
・オフィスのペーパーレス化、デジタル化による省資源化の推進
・賞味期限や在庫管理の徹底による不良在庫（フードロス）の削減
・エコバックの持参を推奨 ・わんちゃんのクール・ヒート商材の販売

地域貢献

地元での多様な雇用の創出やペットに関わる地域イベントなどへの
積極的な参画を通じて、持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。

【具体的な取組み】
・地元学生の職場体験、インターンシップの受入れ ・地元人材の積極採用
・高齢者の延長雇用制度を整備 ・ハロウィンイベントやわんちゃん運動会の開催
・地域密着型冊子「くれえばん」への掲載協力



株式会社山田屋
SDGs宣言

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

2022年8月8日
株式会社山田屋

代表取締役 高辻 元

SDGsの達成に向けた取組み

SDGsとは

SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発
目標）の略称で、2015年9月に国連で採択された2030年までの
国際目標。「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、
持続可能な社会の実現を目指しており、経済・社会・環境など
の分野で17の目標と169のターゲットで構成されています。

日本一美味しいおまんじゅうづくりに励む

【具体的な取組み】
・ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理基準の構築
・衛生管理に係る社内研修の実施 ・新商品開発時に商標登録等の調査を実施
・ＢＣＰ委員会設置による災害発生時の事業復旧・事業継続の計画立案
・ＩＴ機器管理規定などの制定による情報漏洩防止の徹底

働きやすい職場環境
社員一人ひとりの成長を積極的にサポートするとともに、健康管理や
メンタルヘルス管理にも配慮することで、働きやすい職場づくりに努めてまいります。

【具体的な取組み】
・社内ハラスメント防止に向けた教育の徹底
・ハラスメントの相談・通報窓口の設置 ・健康診断の受診徹底
・ストレスチェック調査の実施 ・メンター制度の導入 ・定時退社の励行

環境への取組み
省エネルギーや食品ロス削減に配慮した事業活動を推進することで、
地球温暖化防止に積極的に取り組み、地域の環境負荷軽減に努めてまいります。

【具体的な取組み】
・クールビズの採用と適正なエアコン温度管理 ・本社、工場、直営店舗全てに
ＬＥＤ照明を導入 ・密封包装などによる賞味期限の延長（食品ロス削減に貢献）

・本社庭園にさくらの木を植樹 ・バイオマスレジ袋を導入
・本社、店舗にて使用するプラスチック製品の削減

地域への貢献
食品を取り扱う事業所として、食品を通して地域とのコミュニケーションの
充実を図ることで、持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。

【具体的な取組み】
・地元人材の積極採用 ・地元高校生のインターンシップ受入れ ・愛媛マラソン、
地方祭等への協賛・人的支援 ・地域の児童養護施設、老人ホーム等への商品の寄贈

・余った商品は極力廃棄しないように寄贈

慶応3年の創業以来、一子相伝の製法を守り続けるとともに、品質管理の徹底と
組織体制の充実を図ることで、日本一のおまんじゅうづくりを目指してまいります。
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